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平成 28年度 シラバス
沖縄県立球陽高等学校

教科名（国語） 科目名 （現代文Ｂ）使用教科書（教育出版『現代文 Ｂ』）単位数 3単位

教材名 時 指導事項

月 形 指導目標 評価規準 評価方法 進

態 数 ア イ ウ エ オ 度

４ 大人への 随 ４ ○ ◎ ○ ①学年の当初にあたり，言葉 ①筆者のものの見方や考え方を追究 ①行動の観

丸太たじ 想 との出会いや驚き，生きるこ しようとしている (関心･意欲･態度) 察

ろがず渡 との意味を考える。 ②用語の選び方や文章構成の仕方に ②記述(ﾉｰﾄ

ってみよ (関心・意欲・態度) ついての理解を深めている (知識･理解) 等)の分析

う ②文脈における語句の意味や

羹尚中 用法を理解する。 (知識・理解)

５ 山月記 小 １ ◎ ○ ①表に表れたものでは知りえ ①小説の構造をなす事項（時・場所 ①行動の観

説 ０ ない，人間存在の内奥につい ・人物・事件設定）や登場人物の心 察

中島敦 て考える。(関心・意欲・態度) 理を的確に読み取ろうとしている。 ②記述(ﾉｰﾄ

②登場人物の思考を捉えよう (関心・意欲・態度) 等)の分析

とする態度を身に付ける。(関 ②文章から課題を発見し、自分の考 ③発言(話し

心・意欲・態度) えを持ちながら読もうとしている。 合い)の分析

③人物の心情を考察しながら (関心・意欲・態度) ④感想文

文章を読む。 (読む能力) ③人物に共感したり反発したりしな ⑤考査

④感想や考えを伝え合う方法 がら文章を読んでいる。(読む能力)

を理解する。 (知識・理解) ④ｸﾞﾙｰﾌﾟでの話し合いを通して自分

の考えを広げたり深めたりする方法

を身に付けている。(知識・理解)

５ ミロのヴ 評 ８ ◎ ○ ①論理の展開が具体例をとお ①筆者のものの見方や考え方をとら ①行動の観

ィーナス 論 して進んでいくという評論の えながら読もうとしている。 察

基本構造を理解する。 (関心・意欲・態度) ②記述(ﾉｰﾄ

清岡卓行 (関心・意欲・態度) ②筆者の考えの展開や結論の導き出 等)の分析

②論理の展開の仕方をたどり し方に注意しながら文章を読んでい ③考査

６ 感性とは ６ ながら文章を読む。 (読む能力) る。(読む能力)

何か ③自分の考えを文章にまとめ ③組立てのしっかりした文章を書く

桑子敏雄 る方法を理解する。(知識・理解) 方法を身に付けている。 (知識・理解)

６ 竹 詩 ６ ◎ ○ ○ ①様々な詩を読み叙情世界の ①詩の成立した時代状況等を学習し、 ①行動の観

歌 広がりと奥行きを学ぶ。 ここに表現されている近代人の微妙 察

萩原朔太 (関心・意欲・態度) な心理について考えている。(関心・意 ②音読・朗

郎 ②言語感覚を磨き、様々な表 欲・態度) 読

現方法を知り、想像力を育成 ③発言

する。(関心・意欲）

永訣の朝 ③音読を通し、詩の独特なリ ③詩の独特なリズムや連用中止法な

ズムや詩の技法、方言による ど、口語自由詩であることを意識し

宮沢賢治 表現の豊かさについて理解 ながら音読している。(知識・理解)(読む

し、言語感覚を豊かなものに 能力)

する。(知識・理解)

現代の俳 詩 ６ ○ ◎ ①俳句や短歌の鑑賞法につい ①それぞれの作品の韻律や表現技法 ①行動の観

句 歌 て学び、さらにそれらの詩型 を理解し、さらにそれらの詩型を使 察

現代の短 を使った自己表現を実践す って作品を創作する。 (知識・理解) ②作品
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歌 る。(関心・意欲・態度)

７ 神様 小 ６ ◎ ○ ①登場人物の様子や生き方を ①人物相互の関係をとらえながら 読 ①行動の観

２０１１ 説 とらえようとする態度を身に もうとしている。 察

川上弘美 付ける。(関心・意欲・態度) (関心・意欲・態度) ②音読・朗

②登場人物の心情の推移を把 ②人物の行動や性格をとらえなが 読

８ バックス ７ ◎ ○ 握する。 (読む能力) ら読んでいる。 (読む能力) ③発言・考

トローク ③主な常用漢字の書きを理解 ③主な常用漢字を文脈に応じて使 査

小川洋子 する。 (知識・理解) うことを身に付けている。(知識・理解)

④比喩表現の効果について理 ④比喩表現の意味や象徴的表現の理 ④考査

解する。 (知識・理解) 解を理解している。

９ であるこ 評 ８ ○ ○ ◎ ①筆者のものの見方や考え方 ①視野を広げ思考を進めながら文章 ①行動の観

ととする 論 に触れようとする態度を身に を読もうとしている。 (関心･意欲･態度) 察

こと 付ける。(関心・意欲・態度) ②用語や文体や修辞などに注目しな ②記述(ノー

②表現上の特色に注意しなが がら文章を読んでいる。 (読む能力) ト等) の分

丸山真男 ら文章を読む。 (読む能力) ③相手の考えの要点を整理する方 析

③読んだことを基にした話し 法を身に付けている。 (知識・理解) ③発言(話し

合いの方法を理解する。 (知 合い)の分析

識・理解)

共生への ７ ○ ○ ◎ ④近代社会における権利や自 ④作者の主張を性格に読み取り、

冒険 由の在り方を考え、現代日本 単なる論理の問題としてではなく、

の問題点を具体的に考察す 現実の事象にあてはめて理解してい

井上達夫 る。 (知識・理解) る。 (知識・理解)

１０ 教養はな 評 ６ ◎ ○ ○ ①筆者の論の展開をたどりな ①筆者の論理の展開を読み取ること ①行動の観

んのため 論 がら読もうとする態度を身に で要旨をとらえようとしている。 察

に 付ける。 (関心・意欲・態度) (関心・意欲・態度) ②記述(ノー

柏倉康夫 ②個々の段落に注意し文章の ②個々の段落の働きと、段落相互 ト等)の分析

構成を把握する。(読む能力) の関係をつかんでいる。 (読む能力) ③考査

脳と創造 ７ ◎ ○ ○ ③書き手の個性による文体の ③語彙や叙述の展開の仕方などにつ

性 特色を理解する。 (知識・理解) いての理解を深めている。 (知識・理解)

茂木健一

郎

１１ こころ 小 １ ◎ ○ ○ ①情景や心情を読み味わおう ①想像力を働かせながら情景や心情 ①行動の観

説 ２ とする態度を身に付ける。 を読もうとしている。 察

夏目漱石 (関心・意欲・態度) (関心・意欲・態度) ②記述(ノー

②人物の置かれた状況や場面 ②人物の行動や思考・心情をとらえ ト等)の分析

の情景を理解する。 (読む能力) ながら読んでいる。 (読む能力) ③考査

③表現上の効果を理解する。 ③語句に関して、文脈上のニュアン

(知識・理解) スなどについて理解を深めている。(知

識・理解)

④日本近代文学の代表的な作 ④作品の主題を読み取っている。 ④感想文

品を読み，その現代に通じる (知識・理解)

問題意識を読み取ることで，

作品主題の普遍性を理解す

る。

１ ソメイヨ 評 ６ ◎ ○ ○ ①筆者の論理の展開を把握し ①題材や組み立てなどを読み取ろう ①行動の観

２ シノ革命 論 ようとする態度を身に付け としている。 (関心・意欲・態度) 察

る。 (関心・意欲・態度) ②個々の段落の働きや段落相互の関 ②記述(ノー

②筆者の意図や主張を把握し 係を読み取っている。 (読む能力) ト等)の分析

佐藤俊樹 ながら読む。 (読む能力) ③熟語の修飾や被修飾の関係などに ③記述(ノー
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③語句や語彙の構造的な仕組 ついての理解を深めている。 (知識・ ト等)の分析

みを理解する。 (知識・理解) 理解)

１ 文学のふ 評 ６ ○ ○ ◎ ①言葉の役割について考察し ①言葉の意義を社会的や文化的な面 ①行動の観

るさと 論 ようとする態度を身に付け から考えようとしている。 察

る。 (関心・意欲・態度) (関心・意欲・態度) ②記述(ノー

２ 坂口安吾 ②読んだことを基に現代社会 ②読んだことを基に自分の知識や考 ト等)の分析

について考える。 (読む能力) えを広げたり深めたりしている。 ③ 行 動 ( 発

③近代の文章や文学の変遷を (読む能力) 言)の分析

理解する。 (知識・理解) ③近代の文章史や文学史などについ

ての理解を深めている。(知識・理解)

２ 山椒魚 小 １ ◎ ○ ①登場人物の思考を捉えよう ①文章から課題を発見し、自分の考 ①行動の観

説 ０ とする態度を身に付ける。(関 えを持ちながら読もうとしている。 察

井伏鱒二 心・意欲・態度) (関心・意欲・態度) ②記述(ﾉｰﾄ

②人物の心情を考察しながら ②人物に共感したり反発したりしな 等)の分析

文章を読む。 (読む能力) がら文章を読んでいる。(読む能力) ③発言(話し

③感想や考えを伝え合う方法 ③ｸﾞﾙｰﾌﾟでの話し合いを通して自分 合い)の分析

を理解する。 (知識・理解) の考えを広げたり深めたりする方法 ④感想文

を身に付けている。(知識・理解) ⑤考査

３ 表現工房 表 ６ ○ ◎ ①紹介したい作品を選んで作 ①任意の本や映画を選び、内容や表 ①行動の観

紹介文を 現 品への理解を深め、紹介文の 現を工夫して紹介文を書いている。(書 察

書こ 書き方を学ぶ。 く能力) ②紹介文

う (書く能力)

※１「指導事項」については、各教材において指導する学習指導要領の内容に○をつけて示し、さらに重点的に指導する内容については◎

を付けて示す。

※２「指導目標」及び「評価規準」については、５観点のうち、「関心・意欲・態度」を１つ、「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」

から １つ、「知識・理解」を１つの計３つを重点化して示している。（重点化して評価することとする。）

※３「評価規準」は、「Ｂ規準（おおむね満足できると判断できるもの）」を示している。


